
議
員
提
出
議
案

「
児
童
相
談
所
が
把
握
し
た
虐
待
の
情
報
を
熊
本
県
警
察

と
全
件
共
有
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」

　
平
成
30
年
３
月
に
起
こ
っ
た
目
黒
女
児
虐
待
死
事
件
は
、
香
川
県
に
お
い
て
実
母

と
義
父
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
虐
待
さ
れ
て
い
た
が
、
東
京
都
目
黒
区
に
引
っ
越
し
た

際
、
香
川
県
の
児
童
相
談
所
か
ら
品
川
児
童
相
談
所
へ
の
引
継
ぎ
が
機
能
せ
ず
、
ま

た
品
川
児
童
相
談
所
か
ら
警
察
へ
の
通
報
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
女
児
へ
の
虐

待
の
事
実
確
認
が
遅
れ
、
女
児
を
死
に
至
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
警
察
関
係
者
の

話
で
は
、
警
察
が
情
報
を
知
っ
て
い
た
な
ら
、
こ
の
事
件
で
女
児
が
死
亡
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
の
新
聞
報
道
も
あ
る
。
ま
た
「
全
件
共
有
」
さ
れ
て
い
た
な
ら
虐
待

死
が
防
げ
た
事
件
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
例
え
ば

・
群
馬
県
館
林
市
・
栃
木
県
足
利
市
３
歳
児
虐
待
死
事
件
（
平
成
27
年
）

・
東
京
都
足
立
区
３
歳
児
ウ
サ
ギ
用
ゲ
ー
ジ
監
禁
虐
待
死
事
件
（
平
成
26
年
）

・
神
奈
川
県
厚
木
市
５
歳
児
所
在
不
明
・
餓
死
事
件
（
平
成
26
年
）

・
群
馬
県
玉
岡
町
３
歳
児
虐
待
死
事
件
（
平
成
26
年
）

・
東
京
都
葛
飾
区
１
歳
児
虐
待
死
事
件
（
平
成
21
年
）

等
が
あ
る
。
さ
ら
に
児
童
相
談
所
が
知
り
な
が
ら
虐
待
死
を
防
げ
な
か
っ
た
ケ
ー
ス

は
過
去
10
年
で
150
名
を
超
え
て
い
る
。

　
目
黒
虐
待
死
事
件
以
降
、
そ
れ
ま
で
は
「
全
件
共
有
」
は
高
知
県
の
み
で
あ
っ
た

の
が
、
事
件
発
覚
後
は
岐
阜
県
、
大
阪
府
、
愛
知
県
な
ど
全
国
８
府
県
で
採
用
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
他
の
県
で
も
検
討
に
前
向
き
な
自
治
体
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
熊
本
県
に
お
い
て
は
、
今
年
６
月
「
児
童
虐
待
事
案
に
お
け
る
関

係
機
関
の
情
報
共
有
に
関
す
る
協
定
書
」
が
熊
本
県
、
熊
本
市
、
熊
本
県
警
察
の
３

者
で
締
結
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
「
全
件
共
有
」
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
熊

本
県
に
あ
っ
て
は
、
早
急
に
所
轄
の
児
童
相
談
所
が
把
握
し
た
児
童
虐
待
の
情
報
を

熊
本
県
警
察
と
全
件
共
有
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

提
出
者
…
…
青
山
隆
幸
議
員
ほ
か
11
人

可
決
可
決

「Society5.0

時
代
に
向
け
た
学
校
教
育
環
境
の

整
備
を
求
め
る
意
見
書
」

・
本
件
は
、S

ociety5
.0

時
代
に
向
け
、
世
界
各
国
に
「
学
び
の
革
命
」
が
進
ん
で

お
り
、
A
I
、
I
O
T
等
の
活
用
に
よ
る
新
た
な
教
育
の
展
開
が
必
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
た
め
、
I
C
T
を
活
用
し
た
教
育
を
推
進
し
、
実
現
す
る
た
め
の
環
境
整
備
を
国

に
要
望
す
る
。

１
．
2
0
1
8
〜
2
0
2
2
年
度
ま
で
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
地
方
財
政
措
置
に

つ
い
て
、
自
治
体
に
お
い
て
I
C
T
環
境
整
備
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
周
知
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
よ
り
使
い
勝
手
の
良
い
制
度
に
す
る
な
ど
、
一
層
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

２
．
I
C
T
を
活
用
し
た
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
、
教
員
や
児
童
生
徒
の
I
C
T
利

活
用
を
援
助
す
る
役
割
が
あ
る
「
I
C
T
支
援
員
」
の
配
置
が
進
む
よ
う
周
知
徹
底

す
る
と
と
も
に
、
教
員
向
け
の
研
修
等
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

３
．
「
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
」
を
広
く
実
現
す
る
た
め
、
学
校
現
場
と
企

業
等
の
協
働
に
よ
り
、
学
校
教
育
に
お
い
て
効
果
的
に
活
用
で
き
る
「
未
来
型
教
育

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
の
開
発
・
実
証
を
行
い
、
学
校
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

提
出
者
…
…
松
井
美
津
子
議
員
ほ
か
１１
人

可
決
可
決

人権擁護委員候補者の推薦

桑　原　典　恵 氏（幾久富）

小　林　富代子 氏（御代志）

池　田　一　也 氏（豊岡）

水　上　明　子 氏（栄） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人 件案事

任期満了に伴い、人権擁護委員候補
者に４名の方を推薦した

　　　　　　　　　　　　　　　　　議　　員　　名　

　 

 

　　議　案　等　の　名　称"

議席 
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

賛 

成

反 

対
議
決
結
果

澤
田
　
雄
二

野
口
　
正
一

齋
藤
　
正
昭

青
山
　
隆
幸

大
住
　
清
昭

西
嶌
　
隆
博

松
本
　
龍
一

後
藤
　
修
一

濱
元
幸
一
郎

上
田
　
欣
也

青
木
　
照
美

坂
本
　
早
苗

濱
口
　
正
曉

神
田
　
公
司

来
海
　
恵
子

松
井
美
津
子

池
永
　
幸
生

坂
本
　
武
人

吉
永
　
健
司

市
　
　
長
　
　
提
　
　
出
　
　
議
　
　
案

条　　

例

議63
合志市マンガミュージアム条例の一部を改
正する条例

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 16 2

議64
合志市議会議員及び合志市長の選挙にお
ける選挙運動の公費負担に関する条例の
一部を改正する条例

可 全  会  一  致 長 18 0

予　　

算

議66
平成30年度合志市一般会計補正予算
（第４号）

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 16 2

議67
平成30年度合志市国民健康保険特別会計
補正予算（第３号）

可 全  会  一  致 長 18 0

議68
平成30年度合志市下水道事業会計補正予算
（第３号）

可 全  会  一  致 長 18 0

議69
平成30年度合志市水道事業会計補正予算
（第２号）

可 全  会  一  致 長 18 0

そ

の

他

議65 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変
更 可 全  会  一  致 長 18 0

議70
合志市福祉センター「みどり館」の指定管
理者の指定

可 全  会  一  致 長 18 0

議71
合志市総合健康センター「ユーパレス弁
天」の指定管理者の指定

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 16 2

議72 合志マンガミュージアムの指定管理者の指定 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 16 2

人

事

諮1
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を
求めること

適 全  会  一  致 長 18 0

諮2
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を
求めること

適 全  会  一  致 長 18 0

諮3
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を
求めること

適 全  会  一  致 長 18 0

諮4
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を
求めること

適 全  会  一  致 長 18 0

報
告報9～10 専決処分（損害賠償に係る額の決定）の報告 報　告　終　了

議
員
提
出
議
案

意
　
見
　
書

議提11
児童相談所が把握した虐待の情報を熊本
県警察と全件共有することを求める意見書

可 全  会  一  致 長 18 0

議提12
Society5.0時代に向けた学校教育環境の
整備を求める意見書

可 全  会  一  致 長 18 0

合志市議会だより
5 52

合志市議会だより
452

賛　否　一　覧　表
※　議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　　可＝可決　　　 適＝適任　　　　
※　採決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　　○＝賛成　　　●＝反対　　長＝議長　（議長は、議決には加わりません。可否同数となったときは裁決権を行使
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  します。）

平成30年第４回定例会審議結果（11月26日～12月18日）


